川端康成『みづうみ』論 by 我那覇, 修
川端康成
『みづうみ
j
「みづうみ
j
は昭和二十九年に発表された。
その主人公・銀平
は、
美しい女性を見ては、
その魅力に惹かれて祐貌す
る。
追われ
る女性に
は、「腐性」を持った水木宮子や「天上」を感じさせる
美しさを持つ町枝などがいて、
一通りではな
い。
また登場人物自
体も多く、
その俄性も多
彩である。．
銀平は確かに女性の美に憧れ
て、
無我のうちに後を追い掛ける
が、
彼が本当に追い求めたものは何だったのか。宮子の場合には
「美しい女は町に多く歩いてゐるの
に、
銀乎が特に宮
子をえらん
で後をつけたのは、
麻薬の中甜者が同病者を見つけたやうなもの
だらうか」あるいは「男がつけてくるのは芙貌のせゐばかりでないことは、
宮子自身も分かつてゐた。有田老人の言うやうに、
鷹
性を発散じてゐるからかもしれなかった
」（本文引用は三十五巻
本全集より） の記述も 。で 彼女を魔性に陥らせたのは何だったのか。
さらに「奇蹟のやうな色氣」を恨平に感じさせた町
枝を、（銀乎の母が美しかったという事実 あ
るものの
）外見上
の美しさからという方向だけで結論 くだしていいものか。以下
論
の論は、
みずうみの持つ象徴性やその意味の解明も含めて、
いく
らかで
もこれらの問題の答えを見いだそうとする試みである。
まず銀平自身の確認からはじめたい。銀平の父の家は、
母の家がみずうみのほとりの名家だったのに
対して「格のちがふ」家であった。
また母が美人であったのに対
して父は醜かった。銀平が十一のと
き、
父は母の里の
みずうみで
洒死するが、
他殺の疑いもある「奇怪な死」であった。
それ以来、
母の里の人たち 銀平の父の家を忌み媒う。母方のいとこで、
銀
平よりニオ年上のやよひも銀平を露骨に見下し
うとんじた。
その
ゃよひに銀平は初恋をするが、
それに
は「母は里に情つてしまひ
そうな勁揺があって
」「母をうしなひた
くないと
いふ顧ひを秘め
てかもしれない」とある。こ 時点ですでに、
女性への椛
れに、
母への思いが強く影響している
ことが分かる。
やよひの口から
「あんなうちにゐたら、
私も死んでしまふつて、
叔母さんがうち
のお父さ
に酋つていたわ」と母が父の
家、
すなわち「銀平の
我那覇
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家」を姐い、
怖れていたことが知らされる。（何故にそう怖れて
いるのかの具体的な記述はされていない。）
銀平の足の指は「猿みたいに長く
て、
しなぴたやうに
J
曲がっ
．ていた。
この「みつともない」足を銀平が強く意識していること
は、
彼が作品を通して何度も自ら思い起し
てい
ることからも分か
る。
嬰死の父よりも美貌の母が思ひ出さ
れる。
しかし母の美しさ
よりも父 醜さの方がはつきり心に刻みつけら
れてゐる。
ゃ
．よ
ひのきれいな足よりも自分の醜い足が見えて来るゃうなも
のだ。
銀平の意繊を茄的に表してい
る箇所である。
父とのつながりをよ
り感じている銀平だが、
一度は銀平の
家に戻ったものの里に帰り、
銀平を見捨 た格好にな
った母への思慕は、
それ故に面くなった
のだろうか。子として
の繋がりを
感じる父が醸であり、
去って
いった母が美であった
。「肉囮の一部が美にあくがれて哀泣する
のだらうか。醜廷な足が美女を追ふのは天の揖理だらうか」とある。背後に、
銀平の美しい母を追い求め
る心があった。逆に芦う
と、
銀平の母が癸しくなければ、
美女を見ては自己を失って追い
掛けるという奇癖を持 ずにすん
だことになる。彼の奇行は、
名
．家で美し
く
行った人間と醜く家の格も低かった人間の間から生ま
．
れた存在の悲劇 考えられる。
ここでもう一っ美と醜に関して確かめて
おきたい
ことがある。
まだこの世を踏まぬ赤子の足はみなやはらかく愛らしいではないか。
西洋の宗教恨の神のまはりを飛んでゐる幼子たちの
足がそれだ
この世の泥沼ゃ荒岩や針の山を踏むうちに銀平
のやうな足になる。
この箇所からは醜い足が、
成長過程で俗世間のしがらみの中で精
神的に醸くなってい
くことの象徴と取れる。だが
「足の甲の皮ま
で厚くてくろずみ、
土踏まずは敲がより、
長い足は節立って、
そ
の節から不気味に曲がること
は平貨」ともあり、（読者が何らか
の寓喩ととる以前の段階で）銀平の醜い足
は、
単なる形象として、
そしてそれが親との結ぴつきの複雑な息 と絡み合
い、
さらに成
長過程で身に
ついた精神的なものを示した表現とも関連させられ
ている。 のどちらを直点的に、
あるいは包括的に読むかは読者
によってそれぞれであろうが、
作品内において多重性があること
はここで指摘しておく（注
l)
。
銀平についての
確認をひとまず終え
て、
次に銀平が後
をつけた
女性たちをはじめ、
他の登場人物を見ていきたい。
銀平を受け入れた人冊として、
玉木久子がいる。
久子は、
銀平
が戦争から帰って窃校教師となったときの教え子であった。久子にとって銀平が
はじめての男だった
が「銀平に
とつ
て
も久子は最
初の女」であり、
銀平がはじめて意設をなくして後をつけたのも
久子であった。久子の家の門の前で、
何のようですかと尋ねられ
て、
とっさにした返事は醸い足に関連することであった。
久子の
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父がよ
く効くとい
っていた水虫
の薬の名を、
自分
の足がひどく
．な
っているから父親に
岡いて欲し
いと取り繕っ
た。「この豪華な
家の門の前で、
水品とはなにごと
だらうかと、
銀平はみじめな泣
き顔に」なり、
久子が洋館の中 入っていくと逃げ出した。
実際
には水虫では かったが、
逃げながら「みにくい足が
銀平
を追
つ
て来るゃう」に思
う。（思わず醜い足に
ついてのこ
とを言ってし
．ま
うのは、
単に銀平の劣等感がここでも出たというのがこれまで
の一般的な解釈であったが、
もう一歩跨み込んだ解釈も可能で
あ
る。
後に述ぺる。）
銀平は学校にばれ
ないかと怖れながらも、
自分の奇抜な行動は、
久子に特殊な力があった
からだと考えようとする。
前後不覚の酪酌か夢遊の
やうに久子の後をつけたのは、
久子
の魔力に誘はれたからで久子はすでに湿力
を銀平に吹きかけ
てゐたのである。昨日つけられたこと
久子はその磁力を自
撹し、
むしろひそかな愉築にをののいてゐるかもしれない。
怪しい少女に銀
平は惑糀してゐたのだ。
久子との関係は、
彼女
の親友の恩田に「先生は不潔です」と首
われ、
挙げ句に学校
に密告される。銀平は学校を辞めさせられ、
久子は学校を変えた。
それでもなお
二人は密会を痙ねたが、
久し
ぶりの再会のときに、
久子の方から別れを告げる。「ぽくの世界
なんかに
おりて来
ない方が
いいよ」と銀平は言いながら
も、
刺す
よう 悲しみに痛む。
＾斑界〉の住人とされた人物
は、
他に水
木宮子がいる。彼女は
戦争で初恋の人を亡くし、
有田という社会的地位のある老人に囲
われている。宮子は久子よりも腐性の度が強いようで、
銀平以外
の男たちにも後をつけられる。
衰と子供を囮き去りにしてついて
きた男も
いた。有田は「目に見えない魔ものが、
このなかに住ん
でゐる」と指摘する。宮子 方でも自覚しているのか「人間のなかに人とち
がったほ族といふやうなものがゐて、
別の
虞界といふ
ゃうなものがあるのかも
しれませんわ」と言った
りする。「築し
んでるぢやないか」と有田に言われるが、
追う方も追われる宮子
も共通す ものは「 なしみ」であっ
た。
家族連れの男につけら
れたときは、
宮子は「かなしさうにしてゐた」だけだと酋う。
あの男が宮子
の後をつけようと決｀心した隣間の、
，泣きさうに
した顔が、
間に浮かんで来た。
「ああっ。」と叫ん
だら
しい
男の
墜が、
聞こえなかったけれ
ども宮子には聞こえたものだ。（中略）｛呂子が男の泣きさうな頻をちらっと板り返っ 瞬間に、
その男が後をつけて来る
ことはきまった。
その男はかなしみを意識してゐるゃうだが、
自分を失ったのだ。
ここで
の「男」が銀平である。
銀平を含めて
、
久子や宮子などが
＾魔界〉の存在とすれば、
〈天界〉の存在といえるのが町
枝である（注二
）。
彼女はこれま
で巡り合った女性の中でも突出した
美しさを持っていた。（宮子
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と作品の冒頭に出てくるトルコ風呂の湯女はストーリー上は町枝を知った後である。）古里の昔の
やよひゃ久子は「この少女の足
もとにもよれない」と
、町
枝に没入
して後を追った銀平は感じる。
ゃよひは色白だったが、
かがやく肌ではなかった。久子の肌
は浅閑く光つていたが、
色によどみがあった。この少女のや
うな天上の匂 なかった。
しかし、
肌の色に関しても、
トルn風呂で回想するところで「久
子も今はこの湯女のやうに肌が白くなっただらうか」とあり、
銀
平の足について述ぺたことと同様なことも哲えそうであ 。．町
枝は犬を散歩させていた。思い切って声をかけた銀平をさほ
ど怪しむ凪もなく、
適当に返事をする。しかし次第に反応がなく
なり、
銀平が身をかがめて犬の背をなでようとする
と、
とっさに
綱を片方の手に持ち替えて
犬を銀平から遠ざけたりした。町枝
は焦視する程でもないが、
俵平を相手にせず無関心であった。
こ
れは「腐界の住人」が銀
平から「かなしみ」や「悦築」など、
何
らかを感じ取ったのと異なる。特に「男 ら抜け出した男の影宮子のなかへ忍ん
で来るやうに感じ」られたの
とは大きく異なる。
，町
枝が恋人の水野とのあ
いぴさを見て銀平は驚き、「奇妙な世
憬と絶望」を同時に る。町枝が去ったあと水野に「お築しみですな」と話し掛けた。同じく相手にせず、
立ち去ろうとする水
野に銀平は絡む。 かし、
強く突き飛ばされ、
土手を転げ落ち、
同を痛める。どうして水野に近づいたのかは自分でもよく分から
ないが、「その学生と少女の美
しさについて語りたい
のがほんた
うのやうだった」とある。
二人の世界に入りこもうとし
て、
そっ
ぼを向けられ、
それでも強引に入りこもうとした結呆、
かえって
彼等からの疎外感をより一隔感じることになった。
ここで銀平を酪訂状態に陥らせた二種類の人物達、
〈ほ界〉の
宮子や久子と＾天界〉の町枝の
育ってきた環境や迅程を押さえた
い。それが、
なぜ銀平が宮子や久子にだけ自分と同族に感じたか
の答えが出ると考えられるからだ。
宮子の家はもともと裕福で「敗戦までは、
いはゆる蝶よ花よと
そだてられ」た
しかし戦争による損失はひどく、
頼りになる父
も早くに亡くして
た。宮子は母と弟から離れ、
有田に囲われる。
ハ
ンドバッグに入っていた二十万円は「若い身を半死白頭の老人
にまかせ、
花のひらく短いときをつひやし」た「青寿の代償」で
あった。しかし、
それゆえに
パッグで殴ったことは「有田老人の
陰に埋もれた冑春が一隣に復活し、
また復讐したやうな暇慄」を
感じることができた。女中に勧められて有田の目をかすめて長い月日をかけて金を貯めてきたのは、
宮子にとって屈界で、
その劣
等感が「一瞬に補償
j
されたようにも感じた。久子の場合は宮子
と違って豪華
な家に住んで
いた。だが、「あのやうな
邸宅を戟後
に買ったとすれば、
多少いはゆる間に類する不正か犯罪があった
と疑へる」とある。
銀平に小さい時の思い出話をせがまれると
「つまらないんですもの」と答
えた。
また彼女の部屋に写真帳や
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日記帳など思い出となり
そうなものはなかった。
．一
方町枝の楊合「小さい時は私を可愛いと言って、
この坂で、
よく知らない人に抱つこされたのよ。今よりずつと大きく問い目をしてゐだの」と恋人の水野に話す。皆から愛されていた感のある町枝と久子の幼い頃の様子は対照的である
「花や蝶」と育ったのは宮子であ
り、
披女は大切に育てられた
．の
だろう。
しかし後になって貨重な背春を老人に囲われることで
失う。
また妾の生活を送りながら、
そのことに対する原辱惑は人
一倍持っている。
久子の場合は、
彼女の部屋に忍ぴ込んだ銀平が
「想像もおよばなか
った華美な贅澤に氣押される」ほどであって
も、
子供のときからというのでもない。久子の父が水虫であった
というのも、「間に類する不正か犯
罪」をして
きた暗示とも考え
られる。
その父と同じ血が久子にも流れている。また銀平自身も
はじりてつけた後で「玉木さんのお父さんが戦後どういふ仕事で、成功なさったか、
大したものだね」と「強迫」し、
久子に意設さ
せた。
以上から、
宮子と久子が二人とも銀乎と同じく、
中間的な存在
と酋うことが可能だろう。
二人の中間としての在り方は述うが、
一種のいぴつさ あるのは同じである。
もっともそのいぴつさが
過去的である久子は一度陥った＾閲界〉から去っていき、
妾とい
ういぴつな形が追行中の宮子
は、
たぴ
たぴ阿類の「膝界の住人」
につけられることになる。
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彼女らに比べて町
枝は健全であ
る。恋人の水野と家の格が大き
＜隔たってことで二人の交際が禁止さ
れる原因になったのだから、
名家でもなけれぱ、
それ
ほど裕福でもないと考えられる。
しかし
「家がよ
くなければあんな
少女はつくれない」とあり、「平和で
幸福な家庭」 周囲からも可愛がられながら育ってきた。
銀平は、
自分の持ちえない消らかさを持った町枝に後ろ姿だけ
からも「天上の匂ひ を感じた。実は宮子も水野の友人である弟を通して町枝を知っていた。
二度目に会って、
町枝に触れた
とき、
宮子は彼女の美し
さを弛く感じさせられた。町枝の手が触れた途
踏にその心よさに声を
たて
そうになる。「なめらかにうるほった
手の肌ざはりだけでなく、
少女の
美しさが宮子の胸にしみ」と
おってきたからだ。
そして「町枝を見てゐ
ると、
宮子は一人で遠
くへ行 しまひたいやうな愁へ 感じた」。
銀平が町枝から惑
じたことを、
同じ腐界の住人である宮子も感じたのである。自分
が持ちえないもの、
あるいは失ったものを宮子も町枝から感じる。
中間者だから そ町枝の美しさを強烈に受け取ると同時に、
彼女
とは述う自身の立場から逃れたいと望む悲 い思いと
なる。
銀平
の場合には「少女 肌の色からだけでも、
銀平は自分が死にたい
社ど 、
また少女を殺したいほどの、
かなしみが胸にせまった」
との表現があった。
全体を匹つの章に分けると、
二章目は視点の中心がここだけ宮
子に移っており、
他の章が
“意識の流れ”
で描かれているのに対
して、
ここではその手法も使わ
れていない。
このことから、
プ
ロットの破綻云々とこの部分が批判されたりした。確かに語り口調などの不均衡さは指摘できる。
しかしこれまで述ぺてきたこと
から、
この章の内容が菰要なも を持つことが分かると思う。銀
平が町枝に感じたのは、
男が女に憧憬する、
醜いものが美しいも
のに撞れると
いった単純なも
のではないことが
、「英しい」宮子
が銀平と同じようなことを町枝に感じたことから、
より明確にな
るからだ。．次
に銀平の母への思いを整理して、
彼がトルコ風呂の湯女に救
われる場面を論じる。｀
銀平の母の里には大きなみずうみがあったが、
銀平にはやよひの村 みづうみに山櫻の花がう
つつてゐるの
が、
はつきり心に浮かんで来た。
さざなみもない大きな競の
やうなみづうみだった。銀平は目をつぶつて母 顔を思ひだした
。
ともあるよう
に彼の頭には母とその里のみずうみは結ぴ付けられ
てあったようだ。みずうみは銀平が憧れた女性たちとの関連でも
、出
てくる。「消純な少女」に変わってしまった久子には別れを避
けようと「どこかへ行かう
。二
人で遠くへにげよう。さぴしいみ
づうみの岸へ、
どう」と誘う場面があり、
町枝に対しては「少女
の目が黒いみづうみのやうに思へてき
た。
その消らかな目のなか
で泳ぎたい、
その黒いみづうみに裸で
泳ぎ い」と願うところが
母の乳房を吸おうとする赤ん坊を思い起こさせる。
また後日、箱
ある。
またやよひと抱き合うのは、
実際の凍ったみずうみの上で
の出来事であった。
だが、
このように美しい女性たちと連ねられているだけではな
い。銀平 父が「奇怪な死」を遂げた楊所で
あり、
やよひの家の
犬が食い殺した鼠を投げ捨てた楊所でもあ
る。
このようなことか
ら、
母なるものであって
も暖かさ
を持ったみずうみではないとす
る見方や、
すべての酪ゃ悪をも暖かく抱えるとする捉え方もある。
この論では後者を支持したい。
美しく名家で育った銀平の母は、
夫が死んで、
しばらくは一緒
に過ごしたが、
結局は銀平のもとから去っていった。見捨てられ
た格好になっ 銀平は、
それゆえに母を強く求めるようになる。
とうてい自分の子供とは思えな
い、
学生時代に知り合った娼婦に
押しつけられた赤ん坊の幻党に悩まされるのも、
見捨てられた自
分の身の らさの裏返しであると考 られよう
。
母も母への思慕が弛烈に表現されているのは、
町枝を見ようと
道の脇にあった溝での中 次の箇所ではないだろうか
二三十分もひそんでゐるうち
に、
銀平は石がけの石にでもか
みつきたくなった。石のあひだからすみれの咲いているのが目についた。銀平はゐざり寄つて、
すみれを口にふくむと、
紺で切つて、
呑
みこんだ。呑みこみにくかった。銀平はうつ
と泣き出すのをこらへた。
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に入れてその溝に捨てられていた生
まれたばかりの何匹かの子猫
．． 
の、
飢えの中で母を求める泣き声を開いて自分に醤えたりする。
これほど思いが強く、
一方で現実には拒否されてしまった銀平は
、
もう一っ．の母親像をつくる。
醜かった鉄平は、
母に対して、
こんな自分でも受け入れて欲し
いと願う。
そこ
で醜なる者でも受け入れてくれる母の、
一種の虚
•他
を作り上げることになる
。それが「母の里のみづうみ」であっ
たと言えるのではないだろうか
。
銀平にあるみずうみの観念は、
ユング派の言う太母（グレート
マザー）に近い。太母は個人的な実際の母親像とは区別さ
れ、
別
け閤てなく、
あらゆる人間を受け入れるのが特徴であ
る。
久子の
家の門の前で銀平が思 がけなく自分の足が水虫である 彼女言った は、
久子に対して醜い足を持つ自分でも認めて受け入れ
てほしいと 願いが出たものとも取れる。
また、
町枝の腰に
そっ
と蛍の入った砲を掛けた後で
この世で最も美しい山はみどりなす高山ではない。火山岩と火山灰とで荒れた高山だ。朝夕の太陽に染まつてどのやうな色にも見える。桃色でもあれば紫でもある
、朝
焼け夕映えの
天の の焚化と同じだ。鉄平は町枝をあこがれた自分に反逆しなければならない。
と自分の身を開き直ることが出来るの
も、
A母なるみずうみ＞の
存在があるからだと思われる。
さら
に、
実際の「母の里のみづう
た」
。
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み」のなかで父が死んでいることを
考えると、「みづうみ」への
希求は父とも繋がるものであり、
幼い頃に死に別れた父との一体
感を望んでいることになる。
宮子にパッグでなぐられた銀平は、
中にあった金を持って、
自
分が犯罪者として追われているかどうかも判然 しな
いまま、
辿
り箔いた軽井沢にあったトルコ風呂へ行く。嬰を湯女に洗わせる前に「ずゐぷん頭を洗わなかったから臭いのだらうと、
銀平はふ
、
、
、
、
とおぴえたが」（傍点我那覇）と異様な
くらい気に掛け
るのは、
「醜い」自分を受け入れてくれるかの不安である。銀平はここで香水風呂に入り、
トルコ凪呂（個人用の箱型の蒸し風呂）で汗を
出し、
マッサージを受ける。
湯女は獄業がら、
みずうみに関述する「水」の中にいる女性と
いう設定のほかに「まだ二十前だらうと思った。府を見て 、
腹
を見ても、
慮女にちがひない
やうだった」「腕のつけ根のIBIみが
若々しかった」とまだ汚されることのない少女ぶりが胚
られ、
さ
らに「哀愁がこ ってゐて、愛情がこもつてゐて、
それで明る＜
きれいな」声は「天女 を感じさせた。「銀平は浪貸涙ぐみさうになってゐ
た。
この湯女の葵に、
消らかな幸福と温かい救済を惑
じていたのだった。永返の女性の
啓か、
慈悲の母の磐なのだらう
か」とまである。湯女は銀平 「からだ
をすつかり洗つてくれた。
足もとにしやがん
で、
足の指のあひだまで、
娘の手で洗つてくれ
それまで銀平が巡り合ってきた女性たちは、
銀平の孤独を弥め
る結果にしかなら
なかっ
た。「うらぶれて」いた
銀平は「慈悲の
母の妥」の湯女に救
われる。
ここで
は「慈悲の母」す
なわち「慈
母」は、
太母と同じ意味を持つ。
ただし、
その＾天界〉を感じさ
せる声にも条件があった。
誰がどうしたつて無理にいい菜をださせるわけにはゆかないんだね。
おどろき盛や怒り葵や泣き萎は出させられたつて、
自然な竪で話す話さ
ないはあんたの自由だね。
と、
自然さは強腐されて
いる。銀平は相手が強いられずに
接して
．いるのだと思いたか
0
たのだろう。
同じ＾天界〉でも、
町枝は幸福な家庭で健全に育ったことが特
徴で、
この湯女は、
みずう
みに通じる「水」の
中にいて、
体を
洗ってくれたりすることなどのシチュエーション もと いることが重要である。
浴場で女性たちを思い出し、
苦しまされる
幻党にあいながらも
「裸の銀平に裸の身を寄せて、
銀平には天上の音築をか
なでた」
湯女に救済されるこの場面が、
小説の素材の廂序では最後にくる。
しか
し時間の流れを整理した部分が抜き取られたという事情もあ
り、
よほど注意して読ま
ないと作品構成上
の末の部分がそのまま
ストーリーの最後と取られてしまう。
このことにより銀平の救済
よりも、
氷遠の祐径者としての印象が強められて、
この作品の稲
が閉じられている。
以上、
主な登場人物を見ながら、
みずうみの持つ象徴性などを
検討してきたが、
〈腐界yその住人銀平の救済、
そして町枝の美
しさの三つ
が作品を論じる場合の焦点にな
りうると思われる。
銀平が美女を追うからといって、
彼の＾腐界〉の存在の仕方が、
常軌を逸した単なる美への執滸でかたずけられないのは述べた。父に死に別れ、
母からは見捨てられ
た者の孤獨や苦し
み、
悲しみ
が、
彼をさまよわせる原因となった。赤ん坊の幻槌に悩ませられ
る他に
最後の、
男のような女を道端にlbiさせる場面にも表われ
てい 。
女は中学生の一人娘を家に残してい
た。
そして溝の中で
は生まれたばかり
の拾て独の姿で象徴的に描かれてい
た。
また
「宮子の若さを切望する一方で
また、
七十近い老人が二十五の宮
子に母性を渇望してゐる」有田もこの点から言えば〈滋界〉に入る索質の十分ある人物
である（注三）。
．
救済の点では、
銀平は一時的であるかもしれないが、
トルコ風
呂の湯女
に救
われた。
だが、
軽井沢に行った
のも
、
同じく〈魔
界の住人である宮子との接触があった らで「二十梃囲を失ふ時に、
宮子も一瞬の戦慄が
ないでは
なかっ
た。
それは快楽の戦慄
であった」、「有田老人の蔭に埋もれた粁春 一瞬に復活し、
また
復讐したやう
な戦慄であった」の部分を考える
と、
宮子自身にも
ハンドパッグで殴るという行為が救済であったかもし
れない。町
枝は他の登場人物とは一線を画す美しい女 であった
が、
それは
幸福な家庭印境と若さ 支えられてい も であっ
た。
絶望まで
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．も感じさせられた銀平だが「家がよくなけ
れば、
あんな少女はつ
．くれない」のあとに「それ
も一六七までか」とあ
り、
他にも「空
ゆく雁になげくやうなも
のだ。
そこにかがやく時の流れを見おく
るやうなものだ。銀平だって明日知れぬ命だし、
あの少女だって
いつまでも美しくはない」とある。有田老人の世話をすることで若さを失ってい と嘆く宮子もラディゲの「肉体 悪ほ
j
で、
十
・九
歳のマルトが自分よりも若い恋人に「あなたにはお婆さんすぎ
る」と言う部分にショックを受けたとい 場面があ
る。
湯女も若
さや処女 い ことが強調されてい
た。
この年齢へのこだわりは、
処女喪失を含めて肉体の成熟の否定なのか、
それ
とも社会的な存
在になっていくこ 、
いわゆる世間の垢にもまれることの否定な
のかの判断は難しい。
いずれにしても純粋さや純潔さといったも
のが貨匝にされているとはいえる。特に浴室での渇女を〈天界〉の者として見る銀平の目は、
現実性を排した見方とも言え、
彼が
漏女を純粋な存在
したてあげている。
湯女の脚は「いかにも若
い形の脚だが、
膝のうしろのくぽみにかげがあった」から「この
浴室の照明はどうなっ ゐ のか、
湯女のからだに陰がないやう
だった」と変わるところにも注意したい。
後半を通じて登場する町枝は、
銀平と巡り合った＾虞界〉の女
性達とは違 て、
汚れたゴム靴をはいた醜い女性とも対照され
て、
主に
銀平にあがめら
れる表現を通じて消らかさや美しさで存在カ
があった。
町枝を中心の視点に置くと、
その美しさが浮き上がる
構成にもなっている。
「みづうみ」は、
燕意識に坊役する＾ほ界〉の住人を描
き、
そ
の過程で消らかで美しい少女を表現した。
その少女の存在も作品
の持つ魅力となっている。
＾ほ界）の人間に共通するものは中間
的な存在であり、
かなしみを背負っ
て生きていた。
そして作品中
にはたとえ一時でも「浜ilt涙ぐみさうになつてゐた」ほど救済された場面も描かれている。
こうして見る
と例えば川端の初期の代表作「伊豆の踊り子」と
の類似があること
が分かる。「伊豆の踊子」には温泉で踊子が、
燕邪気に素楳で主人公の学生に手を振るという場面があった。学生は「まだ子供なんだ」 思い「私は朗らかな喜ぴでことこと笑い続け」頭は澄み「微笑みがいつまでも」とまら とあ
り、
奇
妙なほど喜んだ。十四の踊子と町枝は一っ述い あ 。（温泉とトルコ風呂にも類似があ
る。）幸福な家
庭で育った町枝と旅芸人
の子である踊子との棗境 述い、
幸福で他全な家庭が消らかで美
しい少女を作り出す
という観点は「伊豆の踊り子」にはないが、
「彼等の旅心は、
最初私が考えていた程背智辛いものでなく、
野
の匂ひを失わないのんきなものである」とあり、
自然さをもつ踊
り子と町枝の魅力が、
そのまま小説の―つの魅力となっていると
ころは同じである。
学生が一座の人々と巡り合
うこ
とによって
他人に好かれている
と思い、
自己の存在を確認する。
主人公が救済されるということ
- 333-
ではやはり一致点が見られる。
また、
この論では「醜い自分でも
．受
け入れてほしい」と銀平が太母性を希求していると述ぺたが、
「伊豆の踊り子』の「二十改の私は自分の性質が孤兒根性で歪んでゐ
ると厳しい反省を重ね、
その息苦しい憂鬱に堪へ切れないで
伊豆の旅に出て来てゐるのだった」の部分と、
その前にある「踊
子は、
／「お父さんありますか。」と
か、
／「甲府へ行ったこと
ありますか。」とか、
ぼつりぼつりいろんなことを聞いた」の部
分の両方と、
踊子が
その後も学生を好いたこ
と、
つまり彼の身を
知っても「いい人はいいね」と態
度を変えることなく受け入れて
．いたこととつき合わせ．て考えることが出来る。
もちろん「みづうみ」の方がプロットが入り組
み、
登楊人物も
多くなって複雑であるが、
救済と純粋な少女の持つ魅力は共通す
るものである。〈魔界〉は、
銀平の場合は美しい母への希求が底
にあった。「伊豆の踊
り子」の主人公には「孤児根性」があった
が、
無邪気な踊り子をはじめとし
た旅芸人に受け入られることに
よりその劣等感を振り払 た。
銀平は、
美しい母に見捨てられた、
醜い父の血を受け継いだ者だという劣等惑があった。戟菜がら裸
．に
近い形で体をきれいにしてくれる湯女に 慈母」を感じ、
救済
感を持った。
注
（注1)銀平の醜い足に関する考察で拌し ものには、
ヴァルド•H.
ヴィリエルモ「
fみづうみ
j
論ー—なんとみにくい足であることかー
_」（r川嬬康成ー�現代の美意繊ー—j所収一九七八年、
明治密院）．
があり、
彼の足は、身体の一祁についてのも観的な叙述というより、
むしろ彼の主観と精神状態を述ぺているものであ
り、
その劣等感が
屈祈した内向的性格を形成する主要素
となり、
女性の後をついてい
＜奇行は孤独感やみにくさをやわらげる愛と への到達点のためになされると説いている。
（注2)橘正典「異域からの派人
J
(一九八一、
河llJ密房新社）には、
＾魔
界の住人と＾天界）の住人の他に
たっゃ恩田を＾俗界）の住人
としている。＾魔界〉の住人は川沿文学の中のエロチシズム、
＾天界〉
の住人は純汎の系詑をひくとする．
（注3)布田老人の芍察には、
羽瓜礁哉「「みづうみjにおける魔界」（「因
文学」
一九八七·十二）がある。
この論では、
布田が銀平に近い
汗竹をもちながらも，呂子ら 閲わ ことで、「虞界」をまぬがれていると説く。
（岡山大学大学院文学研究科）
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